１９９３年度心療内科問題
［Ａ］

　Ⅰ）心身症の定義に関して、次のうち正しいものはなにか。

　　（１）心身症とは、身体障害で、発症や経過に心理社会的因子の関与が認められる疾患名である。

　　（２）アレキサイミア（失感情言語症）は神経症にも見られるが、心身症ではその傾向がよく見られる。

　　（３）心身症は、機能的障害にとどまらず、しばしば器質的障害も伴う。神経症は一般に機能的障害である。

　　（４）神経症やうつ病などの精神疾患でも、身体症状を呈するケースは心身症といえる。

ａ(1),(2),(3)のみ　ｂ(1),(2)のみ　ｃ(2),(3)のみ　ｄ(4)のみ　ｅ(1)－(4)のすべて
　Ⅱ）プライマリケアにおいて正しいのはどれか。

　　（１）１カ月間に、地域成人の約半数が対象になる。

　　（２）身体面では、広範囲の総合的医療が望ましい。

　　（３）心理面も配慮した心身医学的医療が必要である。

　　（４）社会面の背景を把握し、全人的医療をめざす。

　　（５）初診患者は他へ紹介しないで、独力で対応する。

ａ(1),(2),(3)　ｂ(1),(2),(5)　ｃ(1),(4),(5)　ｄ(2),(3),(4)　ｅ(3),(4),(5)

　Ⅲ）ターミナル・ケアにおいて正しいのはどれか。

　　（１）身体面では、モルヒネの量は患者の自覚症状によって決められる。

　　（２）精神面では、不安に対して評価的に対応する

　　（３）社会面では、経済的負担を軽減するように対応する。

　　（４）ホスピスでは、cureからcareへという方針がある。

　ａ(1),(2),(3)のみ　ｂ(1),(2)のみ　ｃ(2),(3)のみ　ｄ(4)のみ　ｅ(1)－(4)のすべて

　Ⅳ）バセドウ病について誤っているのはどれか。

　　（１）アレキサンダーがあげた、代表的な心身症がよく見られる７つの疾患の中にバセドウ病が入っている。

　　（２）バセドウ病の病因として、自己免疫機序が考えられているが、それに心理的因子が関与している可能性がある。

　　（３）バセドウ病に見られる精神症状は、甲状腺ホルモンの中枢神経作用として十分説明できる。

　　（４）バセドウ病と神経性食欲不振症が合併したケースでは、臨床症状はバセドウ病の症状と似ている。

　　（５）バセドウ病の治療としては、抗甲状腺剤、手術、アイソトープ療法に加えて心身医学的治療を加えるとよい。

ａ(1),(2),　ｂ(1),(5)　ｃ(2),(3)　ｄ(3),(4)　ｅ(4),(5)

　Ⅴ）気管支喘息の心身医学的診療について、正しいのはどれか。 

　　（１）一卵性双生児の一方が発症すると、他方も発症し、同じ経過を示す。

　　（２）ゆとりのある生活など適応に変化がみられると寛解するものが多い。

　　（３）アレルギー因子が不変のまま治癒するものが少なくない。

　　（４）ステロイドからの離脱には心身医学的配慮が有効である。

　　（５）心身医学的アプローチをしても、身体的治療費は軽減できない。

　　　ａ(1),(2),(3)　ｂ(1),(2),(5)　ｃ(1),(4),(5)　ｄ(2),(3),(4)　ｅ(3),(4),(5)

［Ｂ］今年度より東京大学医学部には、心身医学講座が設置された。そこで、心身医学のめざすところを、全人的医療としての広義と、専門科目としての狭義の両面より述べよ。

１９９３年度心療内科解答
［Ａ］

Ⅰ）９５年度Ⅰの解答参照

　　×（１）疾患名ではなく病態である。

　　○（２）

　　○（３）

　　×（４）身体症状を主とする神経症、うつ病などの精神疾患は心身症から除くことになっている。

 　 正解　ｃ

Ⅱ）常識的に分かりますよね。

　　×（１）そこまでやるのは無駄が多いでしょう。

　　○（２）その通り。

　　○（３）その通り。

　　○（４）その通り。

　　×（５）必要に応じて上級の医師、他科の医師、他の医療機関と協力して対応する。

 　 正解　ｄ

Ⅲ）

　　○（１）ターミナルの患者さんは疼痛で悩まされることが多いが、医学的介入の余地は比較的大きいと言える。疼痛は本人にしか自覚できない。

　　○（２）精神状態を評価し、それに応じて精神的ケアの方法や向精神薬の投与が考慮される必要がある。

　　○（３）経済的負担の軽減は医療全般のめざす方向でしょう。

　　○（４）「ターミナル・ケア」というくらいですから。

　　正解　ｅ

Ⅳ）

　　○（１）他には神経性皮膚炎、慢性関節リウマチ、気管支喘息、本態性高血圧症、消化性潰瘍、潰瘍性大腸炎がある。アレキサンダーはこれらを「７つの聖なる疾患 seven holy diseasesと呼んだ。神経性食思不振症、糖尿病は入っていない。

　　○（２）

　　×（３）甲状腺ホルモン値の増減とは必ずしも一致しない。病前性格などの関与が指摘されている。

　　×（４）ＡＮでは多くの症例で甲状腺ホルモンが低下する。バセドウにＡＮが合併すると病態が互いに打ち消し合う形となり、典型的なバセドウの臨床像は呈しにくい。

　　○（５）バセドウ病は心身医学的治療の適応となる代表的疾患。

　　正解　ｄ

Ⅴ）

　　×（１）純粋に遺伝的因子のみで発症するものならばそうなるが、心身症では環境因子、特に心理・社会的因子の影響が大きいので、×。

　　○（２）心身症としての気管支喘息の場合、環境の変化で病状がかなり変化する。

　　○（３）

　　○（４）諸種の刺激からの開放（転地、転職、別居、入院、環境調整）、心身の緊張の開放・再調整（催眠療法、自律訓練法、ヨーガ療法）、現実生活への適応様式の修正（生活指導、再教育、作業療法、行動療法、交流分析、精神分析的精神療法）などの心身医学的配慮、処置がステロイド離脱時に行われる。

　　×（５）心身医学的治療の開始後医療費が軽減した。

　　正解　　ｄ

［Ｂ］論述問題は毎回出題されているが、テーマは毎回異なっており、その場に応じて自由に書くしかないでしょう。

